
はじめに
　芸術表現は表現者の持って生まれたユニークな才
能・技能の結晶であるという言説は一定の説得力をも
つ。しかし芸術を生み出す表現者のこころは文化から
完全に独立して存在するものなのだろうか？　芸術表
現にはそれぞれの文化の世界観が色濃く反映している
のではないだろうか？　本稿では，筆者らをはじめとし
た研究者が現在までに明らかにしてきたいくつかの研
究から芸術表現の文化依存性について考察し，こうし
た研究が心理学のあらたな分野の創造のためにも重
要である点を論じたい。

西洋的線遠近法と東アジア的俯瞰的画法
　英国の著名な視覚心理学者，リチャード・グレゴリー
は，西洋芸術で発展した線遠近法という表現形式につ
いて興味深い文化比較論を展開している1。グレゴリ
ーによれば，16世紀イタリア・ルネサンス期に開花した
線遠近法は，三次元の光景を二次元画面上に写すこと
を目指したユニークな技法で，西洋文明においてこの
技法は，命脈を保って現在に引き継がれているという。
　線遠近法は，建築芸術家であり技術者であったフィ
リッポ・ブルネレスキが開発したと伝えられている（図
1）。網膜上に映る三次元世界を二次元の面に写し取
るということを目指す線遠近法は長い歴史をかけて開
発され，その幾何学性ゆえに，正当な絵の描き方と捉え
られやすく，絵のよしあしの判断をする際にも客観的な
基準として用いられやすい。そして，ともすれば画家を
志すものにとっては，誰でもが学ぶべき基本的技法と
考えられているかもしれない。
しかしながら風景画の画法には大きな文化差がある。
たとえば，有名な日本の水墨画を思い浮かべてほしい。

こうした東アジア文化圏の風景画においては，鑑賞者
（あるいは表現者）が画像を見る立ち位置を一点に定
めていないがゆえ，あたかも空を飛んでいるような俯瞰
図的技法が用いられている。このことによって多面的
な視点で事物に寄り添った描写ができ，また水平線・地
平線を高い位置におくことで，描きたい事物を多く取り
込んだ画を描くことができる。しかしこの技法を使う場
合は，実際目にする風景よりも画面手前と奥を押しつ
ぶしたようなフラットかつ二次元的にした表現を受け入
れなければならない。一方，西洋生まれの線遠近法を
用いた技法では，鑑賞者を一点に据えて，幾何学的原
理によって画面を構成することで，事物の奥行き感を
確保できる（図2）。しかし水平線・地平線の位置が鑑
賞者の視点より下方になるため，画面上に描かれる事
物は限定的になる。また画面全体に一つの原理を適
用させることで，個々の事物には，その原理に合わせた
歪みが生じる（たとえば丸い池は上下につぶれた楕円
になり，四角い窓はいびつな台形となる）。

文化によって異なる「世界の捉え方」
もちろん西洋的線遠近法表現と東アジア的俯瞰図
的表現に優劣はない。ここで論ぜられるべきは，それ
ぞれの文化圏において普及した芸術表現を下支えする
ようなこころのはたらきとはどのようなものか？　そして
こころのはたらきには，その文化に通底する「世界の捉
え方」が反映されているとは考えられないか？　という
ことである。筆者らが専門とする文化心理学――心理
学・人類学・言語学・神経科学などの学際的分野では，
このことに焦点をあて，過去30年にわたって実証研究
を蓄積している。
　視覚情報の処理に大きな文化差が見られることは，
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文化心理学が生まれた初期からの重要なテーマであ
る。たとえばアメリカのミシガン大学を中心にした研究
グループは，北米文化圏に特徴的に見られる世界観を
「分析的（アナリティック）」，日本など東アジア文化圏
に特徴的に見られる世界観を「包括的（ホーリスティッ
ク）」と呼び，それぞれの世界観の違いから，視覚情報
の「見方」に無視することのできない文化差が生じて
いることを1990年代後半から実証的に論じている2。
　「分析的世界観」を一言でまとめれば，世の中の事
象はすべて要素に分割することができ，それぞれの要
素のもつ特徴を論理的に理解すれば，物事の本質にた
どり着けるという考え方である。この考え方に基づけば，
物事の理解のためには，一つの原理に基づいて核心と
なる事象を見いだし，明晰な判断をすることが肝要にな
ってくる。一方，「包括的世界観」では，世の中の事象
は複雑な因果の綾が関係しあっており，そもそも捉えが
たいものであるが，視点をずらしながら広範囲に思いを
巡らせることで，物事の本質にたどり着くことができる
であろうという考え方である。たとえば「木を見て森
を見ず」「傍

おか

目
め

八
はち

目
もく

」といったことわざはこうした考え
方の一例である。
これらの「世界の捉え方」は，ある文化に生まれた
個人が幼少期からの親・兄弟姉妹・友人とのコミュニケ
ーションを通してその文化で重要とされる意味体系を
内面化していく過程で身につくものである。たとえば，
親子のおもちゃ遊びのセッションを行うと，日本の親
は，乳児に対してできるだけ広い範囲に目を向けさせる
ような「包括的」会話をするのに対し，アメリカの親は，

手に取ったおもちゃに乳児が注意を向けて，どのような
ものかを語る「分析的」会話をする傾向があるという3。

風景画表現に見られる文化差
もし「世界の捉え方」に文化差があるのだとすれば，
風景画の描き方の文化差もまた，文化特有のこころの
傾向から説明ができるのではないだろうか？　西洋文
化圏で生まれた線遠近法には，一つの原理に基づいて
目に見える物事を描こうという意図が感じられ，そこに
は先に述べた「分析的」な世界観が通底しているよう
である。一方古来より東アジア文化圏の絵画は俯瞰図・
複数視点的であり，そこには先に述べた「包括的」な
世界観が通底しているようである。そこで筆者らは，ま
ず，それぞれの文化圏で発達した視覚芸術の傾向，水
平線・地平線の位置に着目し，西洋文化圏と東アジア
文化圏のさまざまな美術館に所蔵されている作品のフ
ァイルにアクセスし，内容を比較分析するという研究を
行った4。その結果，東アジア文化圏の風景画は，欧米
文化圏の風景画に比べ，予想どおり水平線・地平線の
位置が高く，そのせいで背景情報量を増やせる素地が
あることがわかった。さらに後続する研究では，西洋と
日本の風景画の作品の年代ごとの変化を分析し，19世
紀に日本からの文物が西洋文化圏に流入し，ジャポニ
ズムの流行があった時期には，西洋の風景画の平均的
な作品の水平線・地平線の位置は次第に上昇する傾向
が見られた。またその一方で，日本の風景画は，西洋
文化圏の制度・文物が流入し，西洋的な画法の教育が
始まった時期には，平均的な作品の水平線・地平線の
位置は次第に下降するという傾向が見られた。しかし，
異文化交流の影響は概して一過的であり，たとえある

図1 線遠近法・透視画法の変遷 図2 カナレット「サンマルコ広場から聖堂を望む図」

（a) （c)

（b)

ブレネレスキは自らの設計した建物の図の裏に穴を穿ち，そこから鏡に映る
建物の像を見て，建築予定地にそれが建ったイメージを確認したという（a）。
ダヴィンチは，三次元の像と観察者の目の間にガラス板を挟み，そこに二
次元像をイメージしたという（b）。フェルメールはカメラ・オプスキュラを使っ
て箱の上面に映る図をトレースしたという（c）。
© Takahiko Masuda and Arianna Cook, Culture and Cognition Lab, University of Alberta

典型的な線遠近法に基づいて描かれている。Harvard Art Museums/Fogg 

Museum, Bequest of Grenville L. Winthrop © President and Fellows of Harvard College
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文化で長年かかって育まれた軸に一時的なドリフト（振
幅）を与えたとしても，そこで生きる人々の「包括的」
あるいは「分析的」なこころに支えられた，一般的な描
画法の中心軸は存続していくようである。
これを確かめるため，筆者らは「こうした文化特有の
風景画の表現は，現代に生きる一般学生（美大生でな
い）の描く風景画にも反映されているのだろうか？」と
いう問いをたてて研究を行った。この研究では，アメリ
カ人学生と東アジア文化圏の留学生を対象として指
定した風景画を描いてもらうという単純なものだった。
風景画には人・木・川・家・水平線（あるいは地平線）を
入れてもらい，その他追加で好きなものも描いてもらっ
て，短時間で完成してもらった。その結果，東アジア文
化圏の留学生はアメリカ人学生に比べ，水平線・地平
線を画面の高い位置に描き，時間内に指定された以外
の多くの情報を描きこむことが明らかになった。これは，
アメリカに渡った後も，留学生は，母国文化で一般的な
風景画の描き方を維持していた結果と理解できる。

デザインの情報量に見られる文化差
　絵画研究から派生的にわかったことの一つは，東ア
ジア文化圏の留学生は，アメリカ・カナダ出身の参加者
に比べ，制限時間内により多くの情報を書き込む傾向
があるということである。もちろんこれは，参加者の間
で課題をより完璧にこなすという動機に違いがあったと
いう可能性も否めない。しかし画像にたくさんの事物
を描きこむ動機の背景には，もしかしたら「物事は複雑
である」という「包括的」な傾向があらわれているの
かもしれない。もしそうだとすれば，ポスターの文字構
成やレイアウトといったデザイン，ウェブデザインにおい
ても，中心となる情報だけを提示することに美や機能を
求める「分析的」な表現と，多彩な情報を盛りだくさん
に提示することに美や機能を求める「包括的」な表現
の間には明らかな違いが見いだされるのではないだろ
うか？
　以上のことを確かめるため，筆者らの別の研究で
は，欧米文化圏と東アジア文化圏の大学・自治体の
ホームページの1ページあたりの情報量，学術的研
究発表のための学会発表原稿ポスターの情報量を比
較した5。その結果，総じて東アジア文化圏のホー
ムページやポスターは欧米文化圏のそれよりも情報
量が多いことがわかった。さらに情報の多いメディ

ア（たとえば商品の画像がたくさん提示されたホー
ムページ）をどの程度許容できるかについて，カナ
ダの大学に所属する東アジア系の学生（日本・韓国・
中国を文化出自とする学生）と欧米系の学生（ヨー
ロッパ・アメリカ・カナダを出自とする学生）の意
見を比較して調査したところ，東アジア系の学生は，
欧米系カナダ人学生と比べて，情報量が多いメディ
アでも，うまく処理探索できる対応力があり，さら
に美的にも機能的にも情報の多いホームページを好
む傾向が高いという結果が得られた。これらの結果
は，ヒトは自らをとりまくその文化特有のメディア
の情報量に対応して，それをうまく扱えるような行
動パターンを身につけることを示唆している。

多彩な研究の構築に向けて
　本稿では，ここまで筆者らの行ってきた風景画描写
技法を中心に，芸術表現が心理学研究の対象となりう
ることを示すいくつかの例を示してきた。こうした分野
のさらなる発展を構想するために，本節では，現在の心
理学アカデミアで論じられている研究動向を俯瞰し，芸
術・デザイン・文化的なこころの研究の展望を論じたい。
　心理学においてウィアードピープル（奇妙な
人々）という言葉で議論が行われて久しい。この英
語は，ハーバード大学のジョセフ・ヘンリックらに
よって提案された言葉である6。ヘンリックらは，
欧米の心理学者は，通常大学の学部生を研究参加者
として心理学データを集め，その結果だけからヒト
のこころの性質の普遍性を論じることが多いと指摘
する。しかし，こうした参加者は，世界の人口から
見れば数％の集団でしかない。そこで，ヨーロッパ
系アメリカ人であるヘンリックは，自らの属する文
化集団を「西洋の（ウェスタン）」「教育を受けた（エ
デュケーテッド）」「先進国の（インダストリアライ
ズド）」「経済的余裕のある（リッチ）」「民主主義的
（デモクラティック）」な文化と呼び，その英語の頭
文字をとって「世界でもっとも奇妙な人たち（The 

WEIRDest people in the world）」というスローガン
を打ち立て，今後の心理学の発展のためには，広範
囲の文化集団からデータを集めたうえでの議論が大
切であろうと提案している。
　実際，文化心理学の最近の研究では，ウィアード
ピープルの議論に呼応するように，中東地域・地中
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海地域・南アメリカ地域・南アジア地域など，いま
まで十分に心理学データが集められていなかった地
域の人々に焦点をあてた研究の重要性が論じられて
いる 7。筆者らも，前項であげた風景画描画研究を，
東アジア文化圏と中央アジア文化圏の接点であるモ
ンゴルにまで拡大し，ウランバートルの学校の小学
生・中学生・高校生からデータを集めた8。この結果
をカナダ・日本で集めた先行研究と比較してみると，
低学年の子どもが地平線を用紙の下方に配置するこ
とは，カナダ・日本人・モンゴルの生徒共通の傾向
であった。しかし，4～5年生あたりから地平線を
描く位置が上がり，カナダ人よりも日本人に近い
「包括的」な傾向をより強く受けた絵の描き方をし
ていることがわかった（図3・図4）。この研究結果
はまだ基礎的なものであるが，今後のさらなる研究
の指針を設定するうえで大きな意義を感じている。
たとえば「もしこの結果が信頼に値するものだとし
たら，『包括的』な世界の捉え方やそれを反映させた
美術・アート表現は，東アジア地域を超えて，どの
程度，世界の多くの地域で受け入れられているのだ
ろうか？」「相対的に見ると，分析的な絵画表現技法
（線遠近法など）に日常的に親しんでいる人々は，世
界人口から見れば実は少数派なのだろうか？」とい
う問いが次の研究の俎上に載せられるだろう。

おわりに
　本稿であげた風景画・デザインなどに焦点をあて
た研究例は，芸術表現の文化依存性に焦点をあてた

ほんの一例である。詳細は割愛するが，たとえば，
日本人とアメリカ人に塗り絵をしてもらうと，日本
人は淡い色調を使うのに対し，アメリカ人は濃い色
調を使うという結果から，日本人が人間関係の調和
を求める傾向とアメリカ人が独立的・積極的な自己
表現を求める傾向とを対比させた研究が報告されて
いる 9。また動物や物体を絵にするときに二次元平
面的な意匠として描くことに慣れている文化環境に
いる人々は，絵に描かれた立体図形も平面的な模様
として知覚する傾向があるという 10，11。こうした先
行研究の息吹から，心理学者は「自分は芸術に関し
ては門外漢である」と臆することなく，色づかい・
形の表現・構図の取り方など，世界にあふれる多彩
な芸術・デザイン表現の文化的差異とその歴史的変
遷に目を向け，ヒトのこころとの関係を探る研究を
続けてほしく思う。また，こうした問題について美
術史家・アーティスト・デザイナーとの交流を通し
た学際研究が進むのならば，それは心理学理論の一
般化を希求し，従来の理論を再考するためにも重要
なリソースになるであろうと期待している。
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図4 モンゴルの風景とモンゴル人の風景画の例

© Takahiko Masuda and Vernon Gaudet, Culture and Cognition Lab, University of Alberta

図3  モンゴル・日本・カナダ人児童・生徒の
風景画の水平線・地平線の位置
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